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厚生労働省は, これまで老人保健法に基づいて

市町村が実施してきた健康診査と保健指導を大幅

に見直し, ����年 (平成��年) �月より健康保険

組合を実施主体として生活習慣病の特定健康診査

と特定保健指導を行うことにした�)｡ 特定健康診

査と特定保健指導が, 主にメタボリックシンド

ロームの早期発見と予防に重点をおいていること

から, メタボリックシンドロームの関心が国民の

間で高まっている。一方，メタボリックシンド

ロームに関心が集中するあまり, 高血圧, 高脂血

症, 糖尿病, 喫煙などへの対応が不十分となるこ

とが危惧される｡ 新しい生活習慣病の概念である

メタボリックシンドロームを取り入れた生活習慣

病の予防活動の発展のために, メタボリックシン

ドロームの疾病概念と特定保健指導の実施とその

課題について概説する｡
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���) は, 先進国では����年の死亡に喫煙, 高

血圧, 高コレステロール血症, 過体重, 飲酒, 果

物・野菜の摂取不足, 低い身体活動の順に寄与し

ていると報告した�)｡ これらの危険因子による死

亡原因は, 主に悪性新生物と心血管疾患による

が, 世界での心血管疾患死亡は�����万人で, 全

死亡の��％を占めている�)｡ 急速に高齢社会を迎

えつつある日本においても, 虚血性心疾患や脳血

管障害の原因となる動脈硬化の予防は, 寿命の延

長をはかるのみでなく, 高齢者の生活の質を良く

する上でも重要な課題である｡ このため, その主

要な危険因子である高血圧, 高脂血症, 肥満, 糖

尿病, 喫煙などへの対策が進められている｡

一方, 特定者に動脈硬化の主要な危険因子であ

る高血圧, 高脂血症, 肥満, 耐糖能異常が集積し

やすく, 心血管疾患発症の確率が上昇することが

����年代より知られていた	��)(表 �)｡ 米国の

�����(����) はこれらの動脈硬化危険因子の

集積をシンドロームＸ (�������Ｘ) として提
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